
青島トゲナレの挿木の予措三 L て

アルフアナフタリン酷酸ソーダと

ルートンの使用比較

Masahiro HYODO: On the Stem-Cuttings of Robinia jうseudoacacia var. 

bessoniana Treated with “ Rootone" and “α-naphthalene soclium ac色tate". 

兵 lIl! jE 寛長

近時制肥料水としての青島トダナシニセアカシヤの効ー洪が急:激に認められ各土也fC士147植され

るようになったがp との士増曾植が楽にでで、きるようになつたのは持木の予J措i背fとしてJ航:，1'抗I店[物ホルモンを

f使史川するととにより ir可

1左主討主押F木安f成￡は l成点りたたZな=い。橘高y 大山両氏の研究(日林誌第 32 省Ltr~ 7 号)によると p 長さ

10cm で直径 5mm以上のものをアルフアナフタリン酷酸ゾ{ダの 0%， 0.01%, 0.05%の各

液で下部切口を 12 時IHJ浸漬処理した後， 2 J:) 8 日に 25。のf互協器 rllの合水率 60 %の赤土に

深さ 7cm で押付し， 45 日目に調査したととろ， 0.01 %処理の市清率 100%に対し 0.05 % 

処理では 40~50 %，無処理のものに活着したものはないという結巣を示していて前処理の効

果の多いととを如実に示している。
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筆者は松長 10cm の英国トヂナシで，アルフアナフタワン酷酸ソーダの出!支t: 0 %, 0.005 

%, 0.01%の三泊りに変えて 12 時間世武し， i;rÎ~行 l乙及11:'す効果の比Ill之試験を行ったととろ，

直径 2 ~4mm のものが無処理 48%に対し， 0.005 %が 70 %, 0.01%が 74 %，区径 5~

7mm のものが無処理 90%1こ対しp 薬液処理が 100% ， 9~1ロ2mm のものは処臼阻lの有無に治かミ油古か孟

わら 1歩十ドド; 1叩00% という古}lιi

実「川lけj的にも川いられているのは P 錠剤または粉剤としてTlî賦されているものを水に溶かして希

望の濃度として下部切口を浸潰して後押付けるのであるが，大量処理Ilが本易にできる代りに押

付ける前に宇日乃至 1 H の子f;-1í1LI を必要とするのでとの点欠点といえばいえないととはないe

j[[時某社よりルートン川ー(rootone) と称し粉状の植物ホルモン剤を販売しているがp との

使川法は，指木の基部を水で、湿しその1'flí分にルートンを粉剤のまままぶしp 余分のルートンは

払い滞しタその後は迅常の押木と 1，，)様苗床i乙押せばよいのである。
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出ノレ{トンの主成分:

Naphtyl acetamide and sp巴cial hormone ingredlent ..........0.45% 
In号rt ingredient . . . . . .回目・・・ ・・・ ・・ ・・ー ・・ ・ ・... .99.55% 
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水i悩液状のホルモン剤に泣して押付ける場合と異なり p 処迫Jru任後]，fi1.jできるので、時Il IJ(l'Jに有

利という見方もできる。 もっともアル 7 アナブタザン酷股ソーグを利)げする場合(タルクと混

じて*11引lのJ訪日を処正ilIする方法や濃厚i制夜で処理する方法もあるが， -'IJ斗j必の場合 0.01 3ô内外

の水ìr的支としてとれに浸泣する)も前 rl の夕刻切口を泣涜し，翌朝押せばよいのであるからと

の点実際IJU題としてはえして苦に友らないのであるがp 背J島トヂナシを材料として日清に及ぼ

す両者ーの有志、差，実川価官1'[を検討してみた。
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試験に供した持穂は静liidTlî の;!tt，Elti'，'i i1\:iよりJ!出入したもので p 母樹~I三附 25 ~I三 ， :1采n[(11ミ~~合 1 年，

J引去J~L 1952 年 3 n 13 11 でるる。との材中千を 3 n 28 11 にド古[5切 11 色I.!J跡形切返として芽の

山下より切れ 10cm の長さとして砂it民土に直角に 3 分の 2;}甲小j けた。試験法は 3 区11，1]と

し， 1 区 0.01 %のアルフアナフタリン州般ソーダi存液に 12 時11\11え泣処理したのが 50 本，

ルートンにまぶし拝小j"けたのが 50 本p 百 l' 100 本p3 区で 300 二本乞試験に供した。
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6n6rI 調査したととろ表のと沿りの成績で， 5%の危険率で、有芯;設が認められる。 ì'rî着率

使則薬剤 |供試本数|活青木数 I ì晴率%
アルフアナブタリ ν..-，-. ,...,..., o 58 39 
酪酸ゾーグ 'VV  1 vv  

ノレ { ト ン| 150 36 24 

たととを述べる。

の非常に悪いのはi*tl[{より押イ寸けまで

15日を費したがとのために松木の乾燥

を招いたためと;j"f{;i)!i!される。

実際VL ;l-一トンを伎町してみて感じ

A. 使川書には「まや押木のよ主部をノkで湿して下さい。失に p その部分約 1 寸くらいにルー

トンを粉河lのまままぶします。ルートンが薄い居になって一様についている程度で紡J符ですか

ら p 余分のルートンは払い詳して下さい」とあるのでとのとゐり行ってみたがp 水で湿して粉

剤につけるのであるから粉が抑itl[(の水分のためすぐペトっきだL-， ~lJ_;i.い)l"r になって一様につけ

るのは刊\1がかかる。ペトついた;!労がl;JJ 11 につくと余分のルートンを払い旋すととができにく

い。もちろんy 余分のル{トンを払い落すととは必須の条什ーではないだろうがル{トンの浪貨

となる。

B. 押す時の注意写E工貝として「土で、;!.- ~トンが掻き落されないように押す穴や溝を少し広日

にした方がよいのです」とある。大量に処理する場合はとのiLi白書のとたりに fj うと仲々仕事

が捗らない。むしろナフグリン制限ソーダ、のJJ\ì存液に前日の夕刻泣潰して沿いて翌朝より案内

体なしで持・していった方が.L1 1..いと Jι ぅ。もっともこれは管却の場合の話で， íi1の根持の場合の

ごとくやわらかい材料を押すJ訪介は案内伴なしには押せないから仕事のJ:jl.さには大して差はな

いと思う。

C. 価併を比較してみる。，10グラム入りルートン 1 瓶で約 600~800 本の押木が処理でき



青島トグナシの挿木の予措としてアルフアナフタリン掻酸ゾー〆ーとルートンの使用上七較 59 ー

ます」とある c 一方アルフアナフタリン商店般ソーダの方は 50 錠Zうれば(三}1，:製作物ホルモン

1 号ーアルフアナフタリン酷酸ソーダ錠の場合) 0.01%の溶液が 5 升できるので，はっきり確

かめたととはないが， 1 ， 000 本くらいは楽にi法改できる。仮i乙同本数処正q[できるとした場合，

ホルモン錠は 50 錠で 25 f1L ルートンは 100P~'C~うるから価格のliJ;ゐらは .11íj‘.x.の使用が有利

である。
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浪速j三学のJ説本教授は 1952 年発刊誌初|ーと l吋芸i臨時増刊の接木p 粁l木の新技術で 1" .・浸漬

法も濃度がri'!Î倒なためかるまり使月]されない。ただ「ルートン」のごとく粉剤!として押木の基

部にまぶすだけの方法ならば誰でも使うととができるから実際面に法透していけるものと思う

・・・・」と云ってむら dL，私の経験した場合p 仰木する際に切口に附請している粉がどうしても

或る程度決ちるととも考えられる。との結果p ル{トンの効果が充分発N:できやp アルフアナ

フタリン酷酸ソーダより効果が低かったととも考一えられるし，ほかの試験の場合，ルートンの

方がすぐれた日清~てを示したり，筆者の気づかなかったルートンの優れた点もタ~~@ìあるだろう

から，ル{トンよりもアルフアナフタリン附限ソーダを使川する方がすぐれていると断やると

とはできないが， :J;j:i木苗の大量榊殖の見地よりすると，活着率もさるととながら， i引'Hc要す

る時間1 も主要な1:'<1子と考えるので，ルートンの採川は慎重に検討のうえ行うを要すると思い p

ととに発表する次抗である。 (高知林友第 309 号， 1952 年 7 月号 20 頁)
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In connection with the reproduction system by cuttings of Robinia ρseudoa­
cacia var. bessoniana, cutting methods were examined under the two following 
conditions: (1) soaking in 0.01.% solution of α-naphthalene sodium acetate for 

12 hours before planting, (2) just before planting, treating lower eピ1ges with 
“ rootone" , a powdered hormone chemica1. 

It was found on the 6 of June, that method (1) gave bεtter result than 
(2) at a 5% significant level. 


